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5月 の主な活動 ～お気軽にどうぞ～～どなたでも～

5月

2日

23日

30日

金

ヨーガを楽 しむ会

14 : 30ハ ν16 :00

少し汗ばむ頃となりました。体をほぐして、

やわらかくしてみましょう。

金

花 まつ リパ レー ド

14:45～ 16 :00

白象の花御堂をみんなで引いて

場篭蓄析ドームまで行きます。
5月 9日

春がきました !お花と蝶をス トロー と

色画用紙でつくります。
5月 10日

子育てに役立つ小物づくり

14 :00^‐ 16 :00

5月

13日

201ヨ

火

体 験 保 育

15 :00⌒V16 :00

園庭で元気よくみんなで

あそびましょう。

くで

組手障子の技法 2回 目として、網一郎氏に
｀
ご指導いた きゞます。前回より大きめの作品を

作ります。申し込みは5月 10日 (土)まで

5月 16日 金

香川みす ゞさんの会

14 :00^V16 :00

27日 火

自然の中のあそび体験

15 : 30～ 16:00

葉や花びらを紙や布にはさんでたた き

色染めをします。

・月～金の12:00～ 17:00ま では、園内開放 しています

ので、親子でご来園下さい。

(但 し、土 。日曜 。祭 日は休み)

育児相談 (月 ～金)12100～ 17:00

じつけや子育てについての悩み、保育園生活、

入園・見学についての相談もどうぞ。

☆今月の内容 『幸せの鐘を鳴らそうよ』,大沼 えり子 (抜粋のつ りゞ。その72よ り)

土

5月
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幸せの鐘を鳴らそうよ
作家、NPO法人ロージーベル理事長

大沼 え り子

°°0。 ●,● ●00。 00o● oo●、0● 。。。。.,● ●0●● ●゙ ‐,′ ,。 ●●

一人の少年のために、一人の少年のあの笑顔を取 り戻すために、

私は保護司になりました。

あれは長男がまだ小学 1年生の時でした。

私は嫁ぎ先の割烹料理店の切 り盛 りに慌ただしい毎日を送ってい

ましたが、鍵っ子だった自分と同じ寂 しさを、我が子には味わわせ

たくないと思い、午後には一時帰宅し、おやつをつくって迎えてい

ました。せっかくっくるのなら、と息子の友達にも振る舞 うように

なり、いつしか我が家は大勢の子四えちの賑やかな遊び場となりま

した。私は彼らが心底愛おしく、 うちに来る子はすべて自分の子の

つもりで接していました。

その中に一人、他の子と遊ばずいつも私のそばから離れない少年
がいました。母親が病のため愛情に飢えていたのでした。母親の温

もりを知つてほしいと思い、とりわけ彼には愛情を注いでいまし

た。

そんなある日、事件が起きました。少年が息子 と一緒に遊びに行
った友達の家からマスコット人形を盗ったというのです。友達の弟
が大切にしていた人形だつたため、母親まで巻き込んだ騒ぎにな

り、私のもとに相談に見えたのです。

私は日頃から子どもたちに、うちの子になるならルールを守ろう

ねと言い聞かせていました。嘘をつかない、人に迷惑をかけない

等々、自分が親から言われてきたことばかりです。

「はぃ !」

と元気に答える彼 らの中でも、とりわけ嬉 しそうに頷いていたの

がその少年でした。

それだけに、彼が人のものを盗ったとは信 じられませんでした。

来

黎

ヽこ
″ト



ｌ
ｌ
ｉ
ｆ
レ
ド

ヽ
「

しかしなくなった人形を少年の家で見た、と息子が言うのです。家

庭の事情で玩具も満足に買ってもらえない少年。盗ったのではな

く、きっと欲 しかったのだ。私はそう考え、とにかく一緒に謝ろう

と言いました。

ところが彼はいくら言い聞かせても謝ろうとしません6裏切られ

た気持ちになった私は、もううちには三度と来ないで、と強い口調

で言ってしまいました。

二週間 くらいたった頃、布団を干していると、間のあたりに小さ

な人影がありました。チャイムを押そうとしてためらい、行ったり

来たりしているのはあの少年でした。彼がそうして毎日うちに立ち

寄つていることを息子から聞き、私は思わず駆け寄って抱きじめま

した。少年が「ごめんね」と繰 り返 しながら漏らした言葉に、私は

頭
1ぶ

たれたようなショックを受けました。       cヾ ミ1懃G
「あれは盗ったんじゃなくて、もらったんだ¨̈ "」   ぞ縛 い

あの時、なぜもっと事情を聞いてあげなかったのだろう。大好き

な人から謝罪を強要され、幼い少年の心はどんなに傷ついたことだ

ろう……。

その後、少年は再び我が家に遊びに来るようになりましたが、家

庭のことで心を荒ませ、いつしか顔を見せなくなりました。中学ヘ

進学してからは、家の前を通るたびに髪の色や服装が奇抜になって

いき、声をかけても返事すらこなくなりました。そしてとうとう鑑

別所に送られる身となったのですも        '_
もちろん直接の原因ではありませんが、あの時、無垢な彼の心を

くすぶ                      つ ぐな

傷つけた後悔の念は、私の中に燻 り続けていました。彼に償 いが

したい。もう一度彼の笑顔に会いたい一ずっとそう思い続けていた

ので、保護司のお話をいただいた時は二つ返事でお引き受けしたの

です。

その時からだくさんの少年たちに出会ってきました。心が痛むの

は、彼らのほとんどが、生まれてこの方、腹から笑ったことがない

という事実です。みんな幸せが欲 しくて、欲 しくて、懸命に手をイ申

ばしているのに、どこかで歯車が狂ってしまつている。彼らは自
`分
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のことをカスとかゴミだと言いますが、私は彼 らを無条件で好きに

なります。

「君が大事なんだ。可愛 くて、可愛 くて仕方ないんだよ」

と言 うと、涙をポロポロ流します。非行を犯 して一時的に愉快に

なっても、それは真意ではなく、その後ずっと罪の意識でビクビク

しながら過ごすことになる。人に感謝される行いを積み重ねてこ

そ、本当の幸せを手にできるといつも説いています。

あの少年が保護観察になると聞いた時、私は観察官の方に頼んで

彼を担当させてもらいました。嫌がっていた彼は、私は彼のために

保護司になったと告げると、驚きの表情を浮かべました。

「もう一度君の笑顔が見たいんだよ。一緒に幸せを探そう」

彼は声を上げて泣きました。

いまは寿司職人として独立を目指して頑張っています。ようやく

軍艦が握れるようになった頃、彼は私をお店に招待してくれまし

た。カウンター越 しに彼の笑顔を見た瞬間、私は思わず胸がいっぱ

いになりました。目頭を押さえながら食べた彼のお寿司は、世界一

の味がしました。

かかわった少年たちのことは、片時も頭から離れません。観察期

間が過ぎても慕ってくる彼らから、私は与えた以上の喜びを与えら

れ、抱えきれないくらいの心の財産をいただいています。

その後、家族がなかったり、家族崩壊の中、帰る家もなく希望を

失った少年を「お帰 り」 と迎えてあげる家をつく
・
りたいと考え。私

は立ち直 り支援の「少年の家」「ロージーベル」を立ち上げまし

た。平成二十三年に NPO法人に認定。現在少年たちが日々笑いの

中、生活をともにしています。

人は誰でも心の中に幸せの鐘を持っています。一人がその鐘を鳴

らすと、周 りの鐘も共鳴して幸せ色に変わっていくのです。その鐘

の音が共鳴し合い周 りをどんどん幸せ色に変えてゆけるよう、今日

も私は少年たちに、一緒に幸せの鐘を鳴らそうよ、と呼びかけ続け

ています。そう、人は幸せになるために生まれてきたのですから。
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